
氏名 永井一彰

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

① 板木のありか 単 2006年7月 『近世文藝』 84 号
（日本近世文学会）

『奥細道菅菰抄』の板木・版本をも
とに、天明の大火を挿んでの近世期
京都の本屋における板木分割所有の
実態を明らかにした。

（学術論文）

② 単

現在の専門分野

著書､学術論文等の名
称

所属学会

１　平成18年度の奈良大学研究助成を受けて、17年度に奈良大学図書館特別収書予算で購入した京
都竹苞書楼の板木約2500枚の整理・調査を実施し、その成果の一部を18年10月14日～16日に奈良大
学で開催された俳文学会第58回全国大会に合わせて史料 展示及び解説を行い、公表した。
　
２　平成14年に奈良大学図書館で購入した十返舎一九の手紙の読解・調査が完了したため、12月5
日に大学で記者会見を行い、その資料的価値について公表した。

出版実習を始め担当の講義では、学生に板木・版本・浮世絵・一枚刷りなど生の資料を触らせるよ
う心がけ、知的関心の向上に努めた。

伊丹柿衞文庫平成18年度春季特別展「雲英（きら）文庫に見る芭蕉・蕪村・一茶と新しい領域」の
関連講座で5月20日「『おくのほそ道』の海賊版」と題して講演。
俳文学会常任委員（学会選出）を務め、9月伊賀市から文部科学大臣賞の選考委員を委嘱され、
選考に従事。
俳文学会第58回全国大会実行委員長として、10月14日～16日に大会を運営。
阪神奈大学・研究機関生涯学習ネツト主催の「公開講座フェスタ2006」において、11月6日「西鶴
の才覚」と題して講演。
10月、加茂町公平委員を長年務めた功績により、総務大臣表彰を受ける。

文学部広報アドバイザー（学部長指名）、総合研究所運営委員（文学部選出）、
国文学科広報委員・企画委員（自己評価委員兼任）・就職対策委員、狂言研究会顧問

研究課題 　板木・版本をベースとする近世京都の出版機構の研究

概　　　　　　　要

平　成　１８　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

（学会）日本近世文学会、俳文学会、（研究会）京都俳文学研究会、大阪俳文学研究
会、東海近世文学研究会

最終学歴

　近世の俳諧、近世の出版

　大谷大学大学院文学研究科博士課程単位取得満期退学

　文学修士

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

竹 苞 書 楼 の 板
木ー狂詩集・狂
文集を中心にー

竹苞書楼の板木の中で狂詩集・狂文
集のそれを中心に、版本と照合しな
がら出版の実態を明らかにした。

2007年3月 奈良大学総合研究所
所報15号（奈良大学
総合研究所）



寛政7年再刻の半紙本『俳諧七部
集』の配列が、当時ベストセラーと
なっていた小本『俳諧七部集』のそ
れに倣ったものであることを指摘
し、その商品性について述べた。

単 川柳学2007春号
（新葉館出版）

③ 川柳文藝の地平を切り開く役割を果
たした上方の雑俳点者雲鼓会所本
を、新出本を中心に紹介・整理し、
その史的意義について考察した。

雲鼓の会所本 2007年3月

④ 『奥細道菅菰抄』
の版元

単 俳文学研究47号（京
都俳文学研究会）

2007年3月

俳文学会第58回全国
大会

（学会発表）

① 展示板木の解説 単 2006年10月15日 奈良大学で開催された俳文学会全国
大会において、研究発表プログラム
の一つとして、大会開催を記念して
企画した竹苞書楼旧蔵の板木展の展
示板木の解説をした。


